
 
 

 
 

 

令和５年１１月１日（水）、令和５年度第２回（仮称）蒲生学園地域準備会を開催しまし

た。新校舎建設に係る計画概要や説明会の開催についてご意見を頂くとともに、１１月より

募集を開始した“小中一貫校の総称「越谷●●学園」”の選定方法について検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越谷市 

教育委員会発行 

令和６年１月 

【蒲生版】 

◇◆◇ 令和５年度第２回（仮称）蒲生学園地域準備会での協議事項等 ◇◆◇ 
 

・越谷市立小中一貫校整備ＰＦＩ事業について 
 事業者との契約が正式に締結されたことに伴い、蒲生小学校と南中学校を一体とした新校舎

及び川柳小学校高学年棟新校舎の設計・建設について、説明会を実施する。説明会では、事
業者の決定報告や設計・建設スケジュール、新校舎（案）について説明を行うとともにご意
見等を伺う。 

 

・蒲生小・蒲生南小・南中からなる小中一貫校の総称「越谷●●学園」の選定方法について 
令和５年１１月１日～３０日の期間で応募のあった小中一貫校の総称案を、関係小中学校教
職員による選出・地域準備会構成員による選出を経て、５点程度の候補に絞る。 
その後、蒲生小学校・蒲生南小学校・南中学校の３校の児童生徒・保護者及び関係小中学校
周辺地域住民の方による電子申請・届出サービス等を利用した選定投票により、１点の最終
総称案を選定する。 

主な質問や意見（▽：構成員 ▼：事務局） 
 

▽新たに整備されるグラウンドとテニスコートは芝生化されるのか。 

▼中学校の軟式テニスの大会はクレーコートで行っているため、 

南中学校の生徒が大会に出たときに他校と差が出ないよう検討を 

進めているところです。グラウンドは、飛散しないような形の砂 

を入れることを想定しており、芝生ではありません。 

 

▽学校の新校舎が建設された時、学校周辺の道路整備（拡張）はされるのか。 

現在、学校の前の道路は、はしご車等の大型車は入れない。 

▼道路の拡張については、今回の計画には含まれていません。頂いたご意見について、関係 

機関に共有させていただきます。 

 

▽読書を薦めるために図書の収蔵スペースを確保した方がよいのではないか。 

▼小学生と中学生の交流の場として、学校図書館をあえて１つにしている。法で定められて 

いる児童・生徒数に応じた必要蔵書数は配架できるよう計画しているのでご理解賜りたい。 

 



 
 

また、地域準備会では、各小中学校の取組について報告がありました。３校が連携を取っ

て進めている内容に対して、構成員の方からは「子どもたちが夢をもって学校生活を送れる

ような教育を進めていると分かり安心した。」というご意見も寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南中学校 
 小学校の運動会へのボランティアとして、主に中学１年生が中心となって蒲生小・蒲生南小それぞれ
に３０人程度参加しました。また、職業体験として、“小学校の先生はどのようなことをしているのか”と
いうことについて、蒲生小・蒲生南小に訪問させていただき、体験学習を行いました。さらに、夏休みに
小学生を対象に部活動の公開を行いました。このように小・中学校の子どもたちが行き来をした交流が
多くなっています。 

今後は、５年生が中学校を訪問して中学校の様子を見学したり、６年生が中学校への体験入学を行
ったりして、小・中が滑らかに、相互理解を図った上、対応していく取組を進めているところです。 

南中学校では、防災教育の取組として、具体的には中学１年生は段ボールベッドと簡易トイレをつくる
体験学習や、中学３年生は、カードを使ったシミュレーションをして避難所運営について学習する予定で
す。“地域に役立つ中学生を育てていこう”ということでカリキュラムを組んで進めているところです。 

蒲生南小学校 
３校で教職員の連携を深める取組を進めています。来年度、小中一貫教育の発表もあることから、３

校が参加する会議等を今年度複数回開催しています。 
第１回目は４月２１日（金）に『チーフ会議』を開催しました。チーフ会議の中では、①教科別授業研

究チーム ②ＩＣＴ活用チーム ③総合的な学習の時間チーム ④家庭学習充実チーム ⑤生活規律定着
チーム ⑥小中・小小ふれあいチーム ⑦特別支援充実チームの全７つチームに３校が分かれて研修を
深めていき、それらの取組が（仮称）蒲生学園の取組にスライドしていく流れになるといいと考えていま
す。さらには、各教科でもグループ分けをして（中学校の教員は担当教科で、小学校の教員は校務分掌
等で振り分け）、研修してまいります。第２回目は４月２６日（水）に『３校合同研修会』として全教職員
が南中に集まって、チームや教科に分かれて話し合い、大まかな流れの確認を行いました。第３回目は８
月２３日（水）増林地区センターで午前中をかけて、越谷市授業改善学校生活アンケートの情報を共有
しながら話合いをして、それぞれのチーム及び教科で取り組む内容を決めました。 

このように組織として、７チーム及び全教科に分かれて取り組んでいるところです。これらの他にも３
校で授業交流を行っており、それぞれの学校で授業公開があるときに声を掛け合いながら、できる範囲
で交流を行っているところです。 

蒲生小学校 
 総合的な学習の時間について、今年から蒲生小・蒲生南小・南中の教員が集まって話し合いを行い、
縦をつないでいく取組が始まっています。学校は基本的に学習指導要領に基づいて指導しており、学習
指導要領の内容から逸脱したことは扱うことはできません。今回、防災や安全についての取組をカリキ
ュラムに入れるため、きちんと裏付けをして学校の教育活動としてできることをまとめました。 

学習指導要領の中で、社会に開かれた教育課程が全面に打ち出されており、これが一つの切り口と
なっています。その中でカリキュラムマネジメントが示されており、学校はその地域や学校の課題に基づ
いて目標を定め、その目標についてのカリキュラムを組むことができるとされています。安全・防災につ
いても様々な教科の中で扱いますが、総合的な学習の時間を核として、子どもたちが自分たちで考える
ような取組ができるようになりました。それに基づいて（仮称）蒲生学園においては安全・防災という取
組を、国が出している資料も参考に、３校で進めているところです。 

昨年度蒲生小では総合的な学習の時間の中で、安全・防災についての取組として、危機管理室やＮ
ＰＯ、保護者の方等にご協力いただき、３年生は子どもたちなりに学校・学区の安全マップをつくる、５年
生はマイタイムラインをつくる等、様々な取組を進めてきました。また、南中学校の新たな取組と、これら
の取組が繋がり始めている状況です。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 学校の取組紹介 ～ 

小１ 

小２ 

小３ 

小４ 

小５ 

小６ 

中１ 

中２ 

中 3 
 

南中学校の３年生が「避難誘導に協力しよう」とういう防災ゲームを通して、実

際に災害が起きた時の避難所の運営を疑似体験しながら、防災学習を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親とはぐれてしまった子は受付の近く 

の方がよいのでは」「ペットと避難して来 

た人は空き教室を使ってもらおう」など、 

避難者の状況や人数等を考えながらグル 

ープ毎に話合いが行われました。 

越谷市の危機管理室の職員が授業を参観 

し、年々増加する自然災害への対応により避難所を開設する機会が増えることが予

想されることや、授業の終わりには、越谷市としての避難所の運営方針について講

話をしていただきました。生徒からは「色んな人が来て、どこに案内すればいいの

か考えるのが難しかった。」という感想もあり、運営に必要なものや工夫できるこ

と、運営する上での課題等、避難所運営について一人ひとりが考え、学びを深める

ことができました。 

地域や災害を知り、地域と協力して災害時に力となる児童生徒を育む 

（仮称）蒲生学園９年間を見通したカリキュラムの柱 

令和５年度第３回目となる文部科学省教育課程実践検証協力校としての研究授業

（社会科）が蒲生南小学校の３年生で行われました。（仮称）蒲生学園の特色ある

教育である、防災教育に関連して、「消防署の人が、いつでも早く火事を消すため

にどのようなことをしているか予想し、質問を考えよう」という課題で学習を行い

ました。一人１台のタブレット端末で消防車や訓練の様子など様々な写真や資料を

見ながら、グループで質問を考えたり、発表したりしました。 

授業終了後、授業を参観した全学年の教職員による研究協議が行われ、よりよい

授業づくりや子どもたちの学びを深めるため、様々な意見交換が行われました。ま

た、授業の組み立て方や子どもたちの主体的な学びを展開するための工夫につい

て、文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教科調査官である小倉様より、指

導・助言をいただきました。 

   

②次々と避難してくる色々な事情を抱えた

人達をどこに案内するか、グループで話

し合いながら誘導していきます。 

 

 

 

①自分が住む町で大地震が発生した想定

で、避難所となっている中学校で避難所

運営の協力をすることに。 

 

 



 
 

 

  

蒲生小学校と南中学校を一体とした新校舎建設に係る説明会を 

令和５年１１月１１日（土）と１１月１６日（木）の２日間に分 

けて開催しました。教育委員会からＰＦＩ事業者の決定とＰＦＩ 

事業概要について改めて報告を行うとともに、事業者より、校舎 

建設に関するコンセプトやの計画概要について説明を行いました。 

説明会で頂戴したご意見・ご質問等は、内容を整理し、 

越谷市ホームページに掲載予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１１月１日（水）から１１月３０日（木）の期間で、蒲生小・蒲生南小・南中か

らなる小中一貫校の総称「越谷●●学園」の募集を行いました。たくさんのご応募ありがと

うございました。応募のあった総称案についての詳細は、越谷市ホームページをご覧くださ

い。 

今後、関係小中学校教職員による選出、地域準備会構成員による選出を経て、総称案を数

点程度にしぼる予定です。その後は、関係小中学校の児童生徒・保護者及び周辺地域住民の

方による選定投票により、１点の最終総称案を選定する予定です。選出結果や投票方法につ

いては、準備ができ次第改めてお知らせします。 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 

 

越谷市教育委員会 
学務課小中一貫校整備室  

＠koshi_ikkan 

https://twitter.com/koshi_ikkan 

越谷市ホームページトップページ 
＞ 子育て・学び ＞ 教育  
＞ 小中一貫校 

https://www.city.koshigaya.saitama.jp 
 

 

 
小中一貫校だよりの 

カラー版を掲載しています 

〈今後の選定スケジュール〉 

令和 5年 12 月 関係小中学校教職員による選出 

令和 6 年 1 月 
地域準備会構成員による選出 

～2月 

3 月 
関係小中学校の児童生徒・保護者及

び周辺地域住民による選定投票 

 
 

総称案の応募結果はこちらに

掲載しています。二次元コード

を読み取ってご覧ください。 

蒲生小学校・南中学校新校舎建設のスケジュール（予定） 

令和 6年 7 月～ 
新校舎建 

令和 8年 6 月 

令和 8年 8 月 蒲生小学校既存体育館改修 

令和 8年 9 月～ 
蒲生小学校校舎解体 

令和 9年 1 月 

令和 9年 1 月～ 
グラウンド整備 

令和 9年 3 月 

※校舎建設・解体工事前には別途説明会を開催します。 

 

 

 

越谷市ホームページトップページ  

＞ 子育て・学び 

＞ 教育 ＞ 小中一貫校 

＞ お知らせ（保護者・地域の方へ） 

 

 

https://twitter.com/koshi_ikkan
https://www.city.koshigaya.saitama.jp

